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つながる元気、ひろがる協働特集

新しい補助金の交付団体が決まりました

つながる元気、ひろがる協働

特集

選考基準

市民活動団体インタビュー

　介護者はもちろん、家族介護経験者や
福祉施設関係者にも参加していただき、
とかく一人で悩みがちな介護者の皆さん
が自由で心穏やかに介護できるよう活動
します。みんなで足元を見つめながら文
字どおり「円」を広げたいと思います。

　給食を考えることから始まった活動が、
農家の皆さん、給食センターの皆さん、
農協の皆さんなど多くの人たちとの世代
を超えたつながりを作ってくれています。
補助金を活用することで、さらに活動の
幅も広げ、食への意識向上と協働につな
げられたらと思います。

介
護
者
の
皆
さ
ん
が

自
由
に
、
心
穏
や
か
に

介
護
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
。介護者サロン　円（まどか）

代表　柴 俊子 さん（三郷）

豊かな学校給食を考える会

代表 中島 こず江 さん（豊科）

安曇野市の財産は人です。みんなが暮らしやすく、活力のあるまちづくりを進めるには、

「職員力」とともに「住民力」を高めていくことが欠かせません。

自主的・主体的な市民活動を支援し、その輪を広げていくために、

「つながりひろがる地域づくり事業補助金」を新設しました。

な
ぜ
必
要
と
さ
れ
る
の
か

　
私
た
ち
の
社
会
生
活
は
、
こ
こ
数

十
年
で
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　
生
活
圏
の
拡
大
や
職
場
と
住
居
の

分
離
な
ど
に
よ
っ
て
、
地
域
内
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
は
減
少

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
し
た
生
活
様
式
は
、

多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
行
政
が
担
っ
て

き
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
公
正
・
平

等
化
に
重
き
を
置
く
た
め
、
画
一
的

な
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
が
ち
で
、
こ
れ

ら
の
す
べ
て
の
ニ
ー
ズ
に
一
律
に
対

応
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
あ
る

と
い
え
ま
す
。

　
一
方
、
市
内
で
は
、
小
学
生
の
登

下
校
時
の
見
守
り
、
地
域
で
の
高
齢

者
向
け
サ
ロ
ン
な
ど
、
自
ら
の
意
志

に
基
づ
い
た
公
益
的
な
活
動
を
行
う

組
織
が
現
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
市
民
団
体
の
活
動
は
、

地
域
の
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
地
域
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
発
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
が
苦
手
と
す
る
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
迅
速
で
、
独

創
的
な
公
共
的
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
市
民
活
動
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
つ
な
が

り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
そ
の
輪
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
狙
い
に
「
つ
な

が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業
補

助
金
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

交
付
金
は

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か

　　
こ
の
事
業
は
、
左
上
図
に
該
当
す

る
市
民
活
動
団
体
が
行
う
事
業
が
対

象
で
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
補
助
金
の
対
象
は
、

事
務
消
耗
品
、
通
信
費
、
謝
礼
、
原

材
料
費
、
印
刷
製
本
費
、
借
上
料
、

備
品
購
入
費
（
事
業
実
施
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
も
の
）
で
、
対
象
経
費

の
２
分
の
１
以
内
、
１０
万
円
を
限
度

と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
補
助
は
原

則
１
回
で
す
。
た
だ
し
、
大
き
く
こ

の
補
助
金
の
目
的
を
増
進
さ
せ
た
場

合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
最
終
的
に
は
、
市
民
活
動
と
し
て

の
自
立
を
目
指
し
、
自
ら
の
資
金
で

活
動
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。

事
業
成
果
の
発
表
会
を

市
民
に
公
開
し
ま
す

　
今
年
５
月
、
広
報
紙
な
ど
で
こ
の

事
業
の
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
７
月
３

日
現
在
で
４３
件
の
応
募
が
あ
り
、
２

件
取
り
下
げ
と
な
り
、
４１
件
が
交
付

決
定
と
な
り
ま
し
た（
詳
細
次
ペ
ー
ジ
）。

各
団
体
は
今
年
度
中
に
、
こ
の
補
助

金
を
利
用
し
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
来
年
３
月
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
成
果
の
発
表
会
を
開
催
し

ま
す
。
発
表
会
は
広
く
市
民
に
公
開

し
、
市
民
団
体
が
自
ら
活
動
の
評
価

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
発
表
会
を
通
じ
て
、
地
域

の
課
題
を
共
有
化
し
、
団
体
同
士
の

交
流
、
新
た
な
市
民
活
動
を
生
み
出

す
場
と
す
る
こ
と
も
狙
い
と
し
て
い

ま
す
。

　
各
団
体
の
今
後
の
活
動
に
ご
注
目

く
だ
さ
い
。

事業の実現性・具体性

● 新規事業であるか（先見性）

● 事業の実現性はどうか（実現性）

● 事業の手法は妥当かどうか（妥当性）

● 将来自立した活動につなげられるか（発展継続性）

1

協働事業としての特性

● 地域住民ニーズに対応したものであるか（公益性）

● 事業効果として住民の協働が図られるか（地域貢献）

● 地域・社会の課題解決につながるか（公共性）

● 地域の世代間等の交流が図られるか（交流）

２

団体の状況

● 市民を平等かつ公平に考え事業実施できる団体か

● 活動実績が確かであるか

３

食
を
通
じ
、

地
域
・
世
代
を
超
え
た

交
流
を
広
げ
た
い
。

烏川渓谷に自生する山あじさい。
小さな花びらが連なり、山中にひときわ目を引く。


